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? 10?64 MSCT???? CTA??
? SPECT?????
　SPECT/CT 装置に 64 MSCT を装
備するのはコスト的に難しい。現在，
臨床に導入されている 64 MSCTと
別装置で撮像された心筋 SPECTを
ソフトウェア法で融合させる方法が
提案されている。
? 11??????????
　左は骨折後の化骨部への集積で，
右は骨破壊部への集積である。右は，
骨転移と診断できる。
? 12?201Tl SPECT?????
　上段は，RFA治療前，下段は RFA
治療後である。RFA治療後に腫瘍の
縮小は認められないが，201Tlの集
積は認めず，残存病変はない。
????????????????? ????????????????????
??15　?
? 13?67Ga SPECT?????
　67Gaシンチで，両側対称性に肺門
リンパ節への集積を認める。集積の
パターンから生理的集積の可能性が
高い。融合画像により，肺門リンパ
節腫大も認められず，生理的集積と
確診できる。
????????????????? ????????????????????
